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はじめに 
 

英語が使えるようになるには、まずは、「しゃべれる」ようになることで

す。「しゃべる」とは言葉を「口に出して（音声として）」こちらの意思を

相手に伝えることです。しかし、しゃべるには、必ず相手（話し相手）が

いるので、一方通行ではありません。相手のしゃべりが「聞き取れ」て、

その表現の「意味が理解」できなければ、会話・対話にはなりません。

要するに「音声でのやり取り」ですから、ここで最も重要なのは「発音

だ！」と言うことになります。 
ですから、英語と日本語の発音の違いを、しっかり、知らなければ

ならないわけです。しかし、日本では、外国語の習得に関して、伝統

的に「音声無視」の傾向があります。漢文しかりです。漢文は「チャイ

ニーズ（Chinese）」で「漢族の言葉」ですが、日本に入ってくると、文字

のみを重要視するようになり、音声でネイティブと対話することは無視

され始め、この状態が千年以上も続くわけです。英語もチャイニーズ

と同じような形になり、発音無視の状態が明治以降続き、最近になっ

て、やっと、「しゃべるための言葉」として英語が学習されるようになり、

発音への関心が強まってきました。しかし、発音の違いがあまりにも大

きいので、日本人には難しく、そのため、皆さんは「大変な苦労」をし

ているわけです。 
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母音の数だけでも、日本語と英語では、大きな差があります。日本語

の母音は「アイウエオ」の五つですが、英語では基本的な母音だけでも

「１２個」もあります。日本語の母音と同じ音は、たったのひとつ、 
/ e /([エ]) だけです。残りの母音（４個）は、英語の母音とは違う音（微妙

に違う）で、これら（１２－１＝１１個）は、すべて日本語にはない音なので、

新しい音として覚えなければなりません。これらの外にも「１１個ほどの母

音」があり、これらもちゃんと発音できるようにならなくてはなりません。 
 

アメリカ英語の母音一覧表 

 / i: /    see      / ou /    boat      / u´ /    poor       
/ i /    kiss     /  /     bought   / ai´ /   fire         
/ ei /   game    /ª/     hot    / au´ /   hour            
/ e /   pen     / ai /    like      / ei´ /    player                

 /Ê/   hat      / au /   how                    
 / ¥ /    cut      / §i /     boy        
 /ß/   about    / i´ /    ear
 / ´:/   bird    / e´ /    air 
 / u: /   spoon   / a´ /  car                
 / u /   push    / ´ /  door  
 （注）/ ¥ /と/ß/とは同じ音。強勢（アクセント、“stress”） 

    のある箇所（音節）には“ ¥ ”の記号が使われ、“ß”はアクセント 

の無い箇所に使われる発音記号。  



 
Schematic Chart 

（基本的な１２個の母音） 

 
 
 子音も日本語に無い音が９個（/ f, v, l, r, ŋ , ∑, ð, ∏, æ /）もあり、こ

れらもちゃんと発音できるようにならなくてはなりません。しかし、子音の

ほうは割りと簡単に覚えられます。ほんのちょっとしたコツを飲み込めば、

後は、練習量の問題です。スギーズのウオームアップで、毎日練習す

れば、ＯＫです。 
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「スギーズ・テンミニッツ・ウオームアップ」は、一応、個々の母音・子

音が、ちゃんと発音できるようになった人たちのために作られたもので

す。日本人向きに、七五調のリズムにしてあります。調子の良いものな

の、で、やり始めたら「病み付き」になるくらいです。できるだけ、毎日、

お経を上げるごとく、口に出して練習してください。チャンクの発話が滑

らかになること請け合いです。 

 
アメリカ英語の子音一覧表 

 / p /   pie     / h /   house    / ∑ /   thing 
/ b /   bell     / f /    fight     / ð /   this 
/ t /    table    / v /   voice     / ∏ /   ship 
/ d /   door    / l /    light      / æ /  

 pleasure 
/ k /   kite     / r /   right     / t∏ /  

 church 
 / g /   go      / m /   map      / dæ /   judge 

/ s /   sell     / n /   name     / w /   west 
/ z /   zoo     / ŋ /   sing       / j /    you 

(注) / w / と / j / は半母音とも呼ばれる。下線を 

   引いたものは、日本語には無い子音。  
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Sugi’s Ten-Minute Warm-up 
《頭たたき》 
頭たたいて、語尾を下げ、 
（繰り返し） 
エイ、ビー、シー、ディー、イー、エフ、ジー。 
（繰り返し） 
しっかりたたいて「A、B、C、D、E、F、Ｇ」。 
（繰り返し） 
 
“C”は「スィー」と発音し、「シー」ではないから気を 
つけよう。 
（繰り返し）  
/ ei, bi:, si:, di:, i:, ef, dæi: /, 
（繰り返し） 
/ eit∏, ai, dæei, kei, el, em, en /, 
（繰り返し）  
/ ou, pi, kju:, a´, es, ti:, ju: /, 
（繰り返し） 
/ vi:, ənd, dəblju:, ənd, eks, wai, zi /, 
（繰り返し） 
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頭たたきはオノマトペア、 

（繰り返し） 

「擬音」のことだよ「ピン ポン パン」。 

（繰り返し） 

「ガンガン、ジャンジャン、シャンシャンシャン」。 

（繰り返し） 

「チャカチャカ、ジャカジャカ、チントンシャン」。 

（繰り返し） 

「鐘が鳴りますキンコンカン」。 

（繰り返し） 

 

頭たたいて語尾を下げ、「A, B, C, D, E, Ｆ，G」、 
（繰り返し） 
もう一度、頭たたいて「A, B, C, D, E, F, G」。 

（繰り返し） 
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《母音の練習》  

舌先は、口中前方、上中下。 
（繰り返し） 
/ i: /, / i /, / ei /, / e /, / Ê /,/ Ê /,/ Ê /。 
（繰り返し） 
 
有声音の子音の前では、母音は長めに発音するよ。 
（繰り返し） 
「よいしょっ」の分だけ長めに発音。 
（繰り返し） 
無声音の前なら短めだよ。 
（繰り返し） 
“beat - bead”, “heat - heed”, “Pete peed. Did he?” 
（繰り返し） 
“bet - bed”, “debt - dead”, “Men said. What the heck!” 
（繰り返し） 

  （注）有声音の子音は、無声音の子音よりも息の消費量が 
     多いので、「よいしょっ」と力を入れて発音される。 
    “peed” は “pee”（小便をする）の過去形。 
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/ i: / の音。鋭くシャープで、テンス（tense）な音。 
（繰り返し） 
口の両端

りょうたん

引き結び、鋭くシャープに「/ i: /, / i: /, / i:」。 
（繰り返し） 
もう一度シャープに「/ i: /, / i: /, / i:」。 
（繰り返し） 
“See me”, “Keep me”, “Don’t tease me!”  
（繰り返し） 
“Love me or leave me, but don’t cheat on me.” 
（繰り返し） 
 
/ i / の音は、唇丸めて、力を抜いて、 
（繰り返し） 
頭たたいて “it - it - it” 
（繰り返し）  
“bit - bid”, “hit - hid”,” Give it to me. 
(繰り返し) 
“ Hit it. Kick it. Don’t sit on it.” 
（繰り返し） 
  （注）”cheat”（だます、欺く）は、 “cheat on me” となると、 

「（私を裏切って）浮気をする」の意味になる。 
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/ ei / の音。剣先鋭く、「エィッヤッ！」 「エィッヤッ！」 
「エィヤッヤッ！」 
（繰り返し）、 
“bait - bade”, “mate - made”, “old maid Kate”  
（繰り返し） 
“Bake a cake.” “ Make a face.” “ See you later, alligator.” 
（繰り返し）  
/ e / の音は、日本のことばと同じ音。 
（繰り返し） 
唇ゆるめて楽にして、“men - hen”, “ten -yen”, “ This is a pen.”  
（繰り返し） 
“Get out. Beg out. That’s the dead end.”  
（繰り返し）  

（注） “heck” は “hell” の婉曲語。 “What the heck!” は 
「どうだって言うんだ、かまわんじゃないか」の意味。  
“old maid”は「オールドミス」のこと。 “alligator”（ワニ）は、 
語呂合わせのために使われているので特別な意味は無い。 

*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-*-* 
以下、英語の母音・子音・Dark L やフラッピングの練習がテンポ良くできる、7-5 調

のエクササイズが入っています。皆さんは、日本語の部分も含めて、(繰り返し)の部

分を、スギーズの後に続いて、声に出して練習してください。 
頭を使わずに出来るこの準備体操をやれば、日本語を話すときには決して使わな

い部分の筋肉「英語筋」が、なめらかに動くようになります。 
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